
 

 
 

 
 

学校教育における幼稚園から小学

校、中学校、高校以降の学校に続く発

達と学びの連続性に、幼稚園教育も位

置づけられています。 

 

幼稚園教育は、この連続性において

独自の教育のあり方をもっています。



 

 
 

 
 

子どものすこやかな成長のために、

家庭や地域との連携を基盤に、幼児の

発達と学びの連続性をふまえ、よい環

境を与えて心と体の発達を支えていき

ます。 

 

このことを通して、小学校以降の生

活や学習の基盤を培っていきます。 

幼稚園教育では、５つの観点で教育

の目標をたてています。 



 

 
 

 
 

幼児期の教育は、生涯にわたる人格

形成の基礎を培う重要な役割を担って

います。 

幼稚園では、環境を通した教育が行

われています。 

 

環境を通した教育では、子どもがま

わりの環境からのはたらきかけを受け

止め、自分から興味をもって環境にか

かわることによって活動を展開し、充

実感や満足感を味わう体験が重視され

ています。 

幼稚園の環境は、教育のねらいの

実現に向けた保育者の意図と計画に

もとづいて用意されています。 



 

 
 

 
 

環境を通した教育では、次の3つの

点が大切です。 

 

・子どもが環境にどのようにかかわっ

ているかを理解する。 

・子どもの活動を見通して環境をつく

りかえていく。 

・教師も子どもの環境として、いきい

きとかかわる姿を示す。 

子どもの遊びや生活の理解をふまえ

て、保育者は幼児の発達と学びの観点

から環境を整えていきます。 



 

 
 

 
 

幼児は、遊びのなかで達成感、充実

感、満足感、挫折感、葛藤などを経験

しつつ、心身の調和のとれた発達の基

礎を築いていきます。 

幼児は、一人一人の家庭環境や生活

経験も異なっています。 

 

このため、一人一人のものや人への

かかわり方、環境の受け止め方もさま

ざまです。 

・幼児が保育者に受け入れられている

という安心感をもつこと。 

・幼児が主体的に環境とかかわり、十

分に活動すること。 

・幼児が友達と十分にかかわって展開

する生活。 

 

 この3つが幼稚園の遊びや生活では

大切にされています。 



 

 
 

 
 

幼稚園教育では、特定の教科の知識

や技能ではなく、生きる力の基礎とな

る心情、意欲、態度を養います。 

 

また、机とイスに座っての一斉授業

ではなく、遊びを中心とした生活をも

とに、環境を通した教育を行っていま

す。 



 

 
 

 
 

幼稚園の建学の精神や教育の目標に

もとづいて、入園から修了までの教育

期間をとおした計画として、教育課程

があります。 

指導計画は、教育課程にもとづいて、

より具体的に教育のねらいや内容、環

境の構成、教師の援助などを示したも

のです。 

 幼稚園の教育目標や地域の実態に応

じて、それぞれの園で創意工夫を生か

した教育課程や指導計画をつくってい

ます。 



 

 
 

 
 

 領域にもとづいた

指導のあり方につい

て、夏のあわおどり

の事例を見ていきま

しょう。 

５つの領域の観点から、一人一人の

子どもの活動を尊重しつつ、さまざま

な指導や援助が行われていきます。 



 

 
 

 
 

幼稚園教育の「領域」は、教科のよ

うに決められた時間割で個別に授業と

して行われるものではありません。 

 

幼稚園では、それぞれの「領域」に

ふくまれる事柄が相互に関連して達成

されるように、具体的な活動にもとづ

いて指導がなされていきます。 

保育者は、幼児一人一人を理解し、

ともに活動しながら、発達や学びを支

え促す指導、援助をしていきます。 



 

 
 

 
 

幼稚園の教職員による評価に基づい

て、関係者評価が行われます。 

 

関係者評価の結果を幼稚園にフィー

ドバックすることにより、教育の改善

につなげていきます。 



 

 
 

 
 

 地域の実態や保護者の要望に

応じて、それぞれの幼稚園で独自

のとり組みがなされています。




